
スポーツイベントの再開に向けた感染拡大予防ガイドライン（Ｒ3.2.15 改訂版） 

主な変更・追記箇所（抜粋） 

 

 

 

■スポーツイベント参加者への対応 

 ・マスク等の準備  

マスクを着用しない場合は、会話を控え、咳エチケットを徹底するように注意を促すこと 

 

■イベント主催者が準備すべき事項の対応① 

 ・更衣室 

   休憩、待機スペースでは、対面で食事や会話をしないように促すこと 

   入退室前後での手洗いを促すこと（手洗いが難しい場合は、アルコール等の手指消毒剤の使用を

促すこと） 

 ・洗面所 

   換気扇を常に回す、換気用の小窓を開ける等、換気に配慮すること 

 

■イベント主催者が準備すべき事項の対応② 

・スポーツイベント会場 

  寒冷な場面では室温が下がらない範囲で常時窓開けやすることや、乾燥する場面では湿度 40%以 

上を目安に加湿すること 

  必要に応じ、ＣＯ２測定装置を設置する等により、換気状況を常時モニターし 1000ppm 以下を 

維持すること 

・スタッフの管理等 

  発熱又は風邪等の症状が見られるスタッフについては、出勤を自粛すること 

  ユニフォームや衣服はこまめに洗濯すること 

  事務作業等を行う場合は、業務に支障とならない範囲で、テレワーク等遠隔業務の実施を検討する 

こと 

  会議等を行う場合は、オンラインでの実施を検討すること 

 

■参加者が運動・スポーツを行う際の留意点 

・飲食については、指定場所以外で行わず、周囲の人となるべく距離を開けて対面を避け、会話は控え 

めにし、咳エチケットを徹底すること（会話をする際はマスク着用） 

※指定場所については、換気を十分に行うこと 


